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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 総持学園 大学名 鶴見大学 

研究プロジェクト名 口腔の加齢制御を目指した集学的研究拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

口腔は生物としての生命維持に必要な咀嚼や摂食・嚥下という基本的機能を担うとともに、ヒ

トとしての根源的欲求である会話や味覚などの高次機能にも関与する。このような口腔顎顔

面領域の機能は加齢により障害され、その心身の病的変化はさまざまである。口腔乾燥症

を主症状とする自己免疫疾患の一つであるシェーグレン症候群や口腔粘膜疾患である再発

性アフタ性潰瘍はじめ、心的障害や摂食・嚥下に関わる硬組織や筋組織の加齢変化は老化

関連疾患：age-related diseases(ARD)として当該領域の難治性病態として位置付けられてお

り、本研究プロジェクトでは本学に蓄積した病因・病態解析技術を集学的に駆使すると共に

附属病院に集積した膨大な臨床検体を用いて病態解明から臨床研究への橋渡し研究を行う

ことを目的とし、基礎研究で得られた成果を臨床応用可能な知見にまで到達させるトランスレ

ーショナルリサーチを実施する。このような取り組みは超高齢社会において極めて重要な検

討課題であり、これらの病態解明や治療法を確立することの社会的意義は極めて大きい。 

研究計画の概要：初年度は口腔顎顔面領域における加齢に伴う病因・病態解明と効果的治

療法確立のための研究試料・医療情報の分析と、これにより5年計画の将来にわたって展開

されるさまざまな研究のための試料の安定的確保を目指した。平成 28 年度には既存の臨床

検体や収集した検体の病因・病態解析を各領域の研究者により実施した。すなわち次世代

型の最先端の科学技術を当該研究に駆使し、先進的な解析により口腔における加齢現象の

実態の把握を行った。平成 29 年度には前年度に得られた成果を基に病因並びに病態を再

現したさまざまな病態モデルにより診断法ならびに治療法の検討を行い、平成30年度にはこ

の領域から提案された口腔老化病態モデルを用いた病変の修復機構の検討を行い検証す

る。平成 31 年度にはこれまでの成果の集大成としてヒトへの応用を検討した臨床応用の具

現化について検証する。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本事業は順調に進行しており、口腔顎顔面領域における加齢に伴う病因・病態解明と効果

的治療法確立を目指している。本報告書の中の各研究分担者の進捗状況にあるように、そ

れぞれが着実に研究成果を積み上げることができている。次世代型の最先端の科学技術を

当該研究に駆使し、先進的な解析により口腔における加齢現象の実態の把握を行うことが

本研究プロジェクトを企画した際の最大の目標の一つであったので、それができたことに対 し

て一定の達成感があり、同時に、今後残された 2 年間の研究期間に本研究プロジェクトを更

に発展させる為の大きな土台ができたと感じている。 
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平成 27 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   総持学園             ２ 大学名   鶴見大学              

 

３ 研究組織名   口腔加齢制御研究センター                  

 

４ プロジェクト所在地 横浜市鶴見区鶴見２−１−３                

 

５ 研究プロジェクト名 口腔の加齢制御を目指した集学的研究拠点の形成 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                    

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

斎藤 一郎 歯学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  28 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報    ○生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

斎藤一郎 歯学部・教授 
長寿病因・病態モデルマウス

の作出と解析 
病因の解明 

梁洪淵 歯学部・講師 臨床検体の網羅的遺伝子解析 診断法の開発 

早川徹 歯学部・教授 新規治療法の分析 治療法の開発 

朝田芳信 歯学部・教授 
硬組織疾患関連遺伝子の解析

と臨床応用 
治療法の開発 

船山ひろみ 歯学部・助教 結晶分析による構造解析 病因の解明 

二藤彰 歯学部・教授 加齢変化の解析への応用 診断手技の開発 

小川匠 歯学部・教授 形態学的診断への応用 診断手技の開発 

濱田良樹 歯学部・教授 疾患の非侵襲的対処法 診断手技の開発 

前田伸子 歯学部・教授 微生物診断への応用 診断手技の開発 

下田信治 歯学部・教授 硬組織の老化度分析 病因の解明 

奥村敏 歯学部・教授 筋組織の病態解析 病因の解明 

花田信弘 歯学部・教授 口腔機能と全身疾患の検討 病因の解明 

山越康雄 歯学部・教授 硬組織の病態解析 病態機序の解明 
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佐藤秋絵 歯学部・准教授 長寿関連遺伝子の基礎的研究 病因の解明 

（共同研究機関

等） 

中村誠司 

九州大学大学

院歯学研究員・

教授 

難治性唾液腺障害の解析 治療法の開発 

豊福明 

東京医科歯科

大学医歯学総

合研究科・教授 

歯科心身症の解析 病態の解明 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

硬組織の病態解析 歯学部・准教授 山越康雄 病態機序の解明 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

歯学部・准教授 歯学部・教授 山越康雄 病態機序の解明 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体成分の微量元素

分析 
歯学部・講師 山田浩之 治療法の開発 

（変更の時期：平成 27 年 11 月 30 日に退職） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

研究目的・意義 

口腔は生物としての生命維持に必要な咀嚼や摂食・嚥下という基本的機能を担うとともに、ヒ

トとしての根源的欲求である会話や味覚などの高次機能にも関与する。このような口腔顎顔

面領域の機能は加齢により障害され、その心身の病的変化はさまざまである。口腔乾燥症を

主症状とする自己免疫疾患の一つであるシェーグレン症候群や口腔粘膜疾患である再発性

アフタ性潰瘍はじめ、心的障害や摂食・嚥下に関わる硬組織や筋組織の加齢変化は老化関

連疾患：age-related diseases(ARD)として当該領域の難治性病態として位置付けられており、

本研究プロジェクトでは本学に蓄積した病因・病態解析技術を集学的に駆使すると共に附属

病院に集積した膨大な臨床検体を用いて病態解明から臨床研究への橋渡し研究を行うこと

を目的とし、基礎研究で得られた成果を臨床応用可能な知見にまで到達させるトランスレー
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ショナルリサーチを実施する。このような取り組みは超高齢社会において極めて重要な検討

課題であり、これらの病態解明や治療法を確立することの社会的意義は極めて大きい。 

研究計画の概要 

初年度は口腔顎顔面領域における加齢に伴う病因・病態解明と効果的治療法確立のための

研究試料・医療情報の分析と、これにより 5年計画の将来にわたって展開されるさまざまな研

究のための試料の安定的確保を目指した。次年度（平成 28 年度）には既存の臨床検体や収

集した検体の病因・病態解析を各領域の研究者により実施した。すなわち次世代型の最先

端の科学技術を当該研究に駆使し、先進的な解析により口腔における加齢現象の実態の把

握を行った。平成 29 年度には前年度に得られた成果を基に病因並びに病態を再現したさま

ざまな病態モデルにより診断法ならびに治療法の検討を行い、平成 30 年度にはこの領域か

ら提案された口腔老化病態モデルを用いた病変の修復機構の検討を行い検証する。平成 31

年度にはこれまでの成果の集大成としてヒトへの応用を検討した臨床応用の具現化につい

て検証する。 

（２）研究組織 

本事業では斎藤一郎研究代表による研究統括のもと、上記１０に記載した役割分担の通り、

鶴見大学歯学部の基礎・臨床歯科医学研究者の中から、「難治性口腔疾患や顎機能障害の

病因・病態解析」「加齢変化における後組織の解析や診断法ならびに治療法の臨床応用」

「加齢による防御的な生体変化の解析と関連する薬剤開発」を得意とする研究者 14 名をコア

メンバーとしている。これに、難治性唾液腺障害の中村誠司教授（九州大学）と歯科心身症

の解析の豊福明教授（東京医科歯科大学）の 2 名が学外研究者として参加することで、研究

基盤形成の促進を図っている。また、定期的に研究成果報告会を開催し互いの研究課題の

研究状況を討議することで研究者間の有機的な連携を深めている。本事業では教員 14 名、

大学院生 9 名の若手研究者が口腔加齢制御研究センターにおいて、本事業に関連する研究

を推進している。外部評価は関連領域の外部有識者である慶應大学医学部の坪田一男教

授、東京大学医学部の水島昇教授、広島大学歯学部の高田隆教授に委嘱し、プロジェクトの

効率的な遂行を図っている。 

鶴見大学からの研究支援体制は整っており、文部科学省からの援助に見合う資金的援助も

受けている。さらに、学外研究者とは有機的に本事業を推進する体制となっている。 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は鶴見大学歯学部 2 号館ならびに 3 号館に設置されており、口腔加齢制御研究セ

ンターを中心に研究施設の充実を図っている。すなわち総面積で 2 号館 318m2、動物舎（2

号館） 36m2、3 号館ハイテクリサーチセンター 304m2 で常時 28 名の研究者が従事してい

る。本研究のために平成 27 年度以降に設置された主な研究装置とその利用時間は以下の

通りであり。タンパク質画像解析装置（7 時間/月）、ラボ用オートクレーブ（19.5 時間/月）、マ

イクロ冷却遠心機（8 時間/月）、GPS タイムコードジェネレータ（8 時間/月）、パナソニック CO2

インキュベーター（常時稼働）、リトラトーム（6〜7 時間/月） 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
＜現在までの進捗状況及び達成度＞  

1)斎藤と梁らは重度な唾液腺傷害を生じる遺伝子改変モデルマウスの解析を行い（*1）、ヒト検体を

用いた SNPs 解析により患者特異的な変異を解析しており、これに関連したエストロゲンの関与(*2)

や糖尿病における腺組織障害の機序の解明(*3)が期待される。2)早川らは DNA/プロタミン複合体の

ペーストの流動性、操作性や保存安定性を検討し、動物埋入実験により DNA ペーストの骨形成能を

計画している。また、臨床応用を目指して、DNA ペーストの骨形成を比較するために、アパタイトペー

ストを用いた骨形成実験を行った（*4）。3）朝田と船山らは 12 週齢♂の mi/mi および野生型（WT）マウ
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スをそれぞれコントロール群と CB 群にわけて、コントロール群には PBS を、CB 群には CB を３週間腹

腔内投与した。それぞれのマウスから咬筋（速筋）、前脛骨筋（速筋）、ヒラメ筋（遅筋）、心筋を採取

し、各群のマウスの体重、筋重量、脛骨長に対する筋重量の比（筋重量/TL）、各筋の筋線維横断面

積、および線維化の割合について測定した。組織学的解析についてはほぼ終了している（*5）。4）二

藤らは靱帯・腱細胞の分化制御メカニズム解明のため in vitro 靱帯・腱細胞の単離法を確立し、その

機能・分化メカニズムを解析し遺伝子改変マウスについても新しい知見が得られたことから今後が期

待される。5）小川らは咀嚼運動計測器（試作器）の性能評価も終了し咀嚼能力評価の定量的解析法

のデータ処理方法については完成したことから顎運動情報と歯列・顎顔面形態情報の統合方法につ

いて考案した。6）濱田と山田らは「顎骨再建術が生活の質に与える影響に関する検討」を通して、顎

骨再建を施行した患者の満足度が高いことが確認され論文等にて報告した(*6)。現在も 48 各種デー

タを蓄積中であり、精神状態やQOLに及ぼす影響を検討している。また「顎矯正手術患者に対する評

価法の確立」においては、口腔顎顔面機能と形態改善が精神状態に及ぼす影響について調べた結

果、いくつかの評価項目の有効性が示唆され、学会報告を行った(*7)。7）前田らは血液中のさまざま

な成分と Candida のキャリア率および菌数との相関を検討し Candida が炎症や肝機能の低下と関連

することを明らかにしている。要介護高齢者を対象に抗真菌薬の含嗽によるCandidaの除菌では口腔

や全身状態の改善および介護者の負担の軽減を示唆する結果が得られたことから、Candida 除菌が

高齢者の全身状態の改善に役立つことが示された（*8）。8）下田らは加齢に伴うエナメル質の組成変

化について歯髄とセメント質の分離が困難なため分析値を得るに至っていないが、過去3年間で85％

程度の研究計画を達成した。9）奥村らはラットを用いた慢性カテコラミン刺激ならびに不正咬合モデ

ルをマウスで行う実験系を確立し研究が飛躍的に進展した。研究成果は歯科基礎医学会あるいは日

本生理学会にて学会発表を行い、国際誌に発表または論文投稿準備中である。10）花田らは施設に

入居する 276 名の要介護度、歯の健康状態、可撤性有床義歯の状態、食事形態を調査し要介護 3、

4、5 の高齢者は、上下の歯の接触部位数と食事形態の関連を明らかにし順調に研究が推移してい

る。11）山越らはブタ歯牙を実験モデルとして、これまでに象牙質中の主要非コラーゲン性タンパク質

である象牙質シアロリンタンパク(DSPP)を構成する 2 つのドメインタンパクである象牙質シアロタンパ

ク(DSP)および象牙質リンタンパク(DPP)、さらに生理活性物質であるトランスフォーミング成長因子ベ

ータ(TGF-β)を分離精製し、加齢に伴うそれらの動態変化に関する所見が得られている (*9)。12）佐

藤らはグリチルリチンの薬理作用として、オートファジー関連遺伝子の発現を亢進させる効果があるこ

とを発見した。13）中村らは口腔カンジダ症の真菌叢の解析が進んでおり達成度は 80％であることか

ら期待される。14）豊福らは高齢者に多発する口腔セネストパチーを検討し、疫学的データベースの

構築や脳画像研究などをほぼ順調に進めている(*10)。生物学的指標の探索は容易ではないが、いく

つかの萌芽的な知見が得られている(*11)。また三叉神経領域の異所性疼痛に関する動物実験も着

実に進み(*12)その成果が期待される。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 
・ DNA 水溶液にプロタミンを添加して、その場でペースト化する方法およびゼラチン水溶液に DNA を添加

してペースト化する方法を用いることによって、操作性の良好な DNA ペーストを作製することができた。

また、DNA の骨形成能について水晶発振子マイクロバランス法を用いた測定によって確認した

(*13)。 

・ WT マウスでは、CB 投与により、咬筋、前脛骨筋、心筋の筋重量/TL が有意に増加したのに対し、

対照群の mi/mi マウスでは有意な増加は認められなかった。筋線維横断面積は、WT では CB 投

与により咬筋、前脛骨筋では肥大効果が確認されたが、mi/mi では有意な増加は確認されなかっ

た。一方、ヒラメ筋に対する CB の筋肥大効果は WT、mi/mi ともに認められなかった。以上の結果

より、mitf は心筋同様に、速筋型骨格筋においてもβ-AR を介した筋肥大に重要な役割を果たすこ

とが示唆された(*14)。 

・ マウス組織からの靱帯・腱細胞の単離を試み、純度の高い靱帯・腱細胞の単離法の確立に成功し

た。それらを用いた、網羅的遺伝子発現解析も開始した。靱帯・腱細胞を用いた in vitro での分化・

機能解析により、ヒストン H3 のメチル化酵素（H3K9MTase）である G9a が腱細胞の増殖と分化に必

須であることを見いだした(*15)。さらに in vivo で靱帯・腱から骨への接合部に Anxa5 が特異的に発

現することを見いだし、その機能解析を行っている(*16)。 
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・ 咀嚼機能の維持が加齢制御に及ぼす影響について検討するための摂食・咀嚼・嚥下機能記録解

析システムの開発を行っている(*17)。システム化に必須の顎運動測定技術（顎運動測定器）と形

態計測技術およびこれらの情報の重ね合わせ技術については完成できた(*18)。食塊粒度解析法

を用いた咀嚼能率の測定を行い、咀嚼能率の基礎データとその解析手法について検討した(*19)。

また、咀嚼による補綴装置や残存歯への影響を検討するため，暫間修復や補綴装置に用いる材

料との二体摩耗試験を行い，その摩耗特性を明らかとした（学会発表予定）。 

・ 最初に実施した健常人の血液中のさまざまな成分と Candida のキャリア率および菌数との相関を

検討した結果(*20)から Candida 菌数と有意な負の相関が見られたのが、安静時唾液量、刺激唾

液量、血清アミラーゼ、ヘマトクリット値、DHEA、血小板数、赤血球数、血色素量で、菌数と有意な

正の相関が見られたのが AST(GOT)、LDH、CRP 値であった。このことから、Candida が炎症の存

在や肝機能の低下と関連する可能性が示唆された。また、口腔からの Candida の除菌を目的に新

規の probiotics の開発を試み、候補菌を絞り込むことに成功した(*21)。 

・ 歯質の溶解性（耐酸性）の加齢に伴う変化は、各年齢別に酸による脱灰量の測定を行ったところ、

年代間で有意な違いは認められなかった(*22)。シンクロトロン CT を用いた象牙質の年間無機質

増加量は、30 歳までは 2.3％増（年間）、31 歳から 60 歳までは 1.7％増（年間）、61 歳以上では

1.1％増（年間）であることが明らかとなった(*23)。 

・ 骨 格 筋 な ら び に 心 筋 の 肥 大 形 成 過 程 に 、 β2- ア ド レ ナ リ ン 受 容 体 (AR) シ グ ナ ル

/Epac1/Akt/mammalian target of rapamycin (mTOR)経路の活性化が重要であり(*24)、咀嚼筋の

萎縮に同経路の不活化が重要(*25)であることを報告した。 

・ 上下の歯の接触部位数が多いと要介護 3、4、5 度でも普通食の食事形態を維持できることが明ら

かになった。続いて、高齢になっても現在歯数を失わない手法として Dental Drug Delivery System

（3DS）を開発し、その手法を公表した(*26)。また、3DS の症例についても国内外の学会で発表した

(*27)。 

・ ドライマウスの新しい診断方法として、唾液中のサイトカイン濃度を BDTM CBA flex system を用い

ることにより、少量のサンプルで多くのサイトカインを同時に測定することが可能となった。その結

果、SS で炎症性 Th1 および Th2 タイプのサイトカインの唾液中濃度が健常者より有意に高いこと

が明らかになった (*28)。また、口腔カンジダ症の原因真菌については、次世代シーケンサーを用

いた解析方法を確立し、培養法よりも感度が高く、健常者のわずかな真菌量であっても検知が可

能であった(*29)。 

・ 口腔セネストパチーの脳機能画像研究にて精神科既往の有無による差異、治療経過に伴う脳血

流変化などを明らかにした(*30)。さらに慢性痛に関する新規薬物療法について報告した(*31)。ま

た臨床データベースの構築は順調に進み(*32)、歯科心身症患者の臨床的・疫学的特性について

明らかにした(*33)。三叉神経領域の神経障害性疼痛モデルによる動物実験によって satellite cells

が関与する疼痛発症機序の一部を明らかにした(*34)。 

・ 唾液中の炎症性・Th1 タイプのサイトカインは炎症性唾液腺疾患（閉塞性唾液腺炎、放射線性唾液

腺炎など）でも亢進することが推察されるため、より SS の病態に特異的な分子を同定し、診断能を

向上させる必要がある。次年度以降の研究では、SS の口唇腺を用いて DNA マイクロアレイによる

網羅的遺伝子解析を行い、発現変動した分子についても、唾液中の濃度を検索する。先行実験で

はいくつかの候補分子を特定している(*35)。 

 

＜問題点とその克服方法＞ 
本事業において各研究分担者から口腔の加齢変化やその解析方法ならびに対処法に結び付く様々

な知見が明らかになっている。しかしながら、これらは多様であり、互いの関連性についての解析は

必ずしも進んではいない。今後は、定期的な研究報告会において互いの研究成果の関連性について

の検討を実施するなどにより、研究者間の連携をより高めることで研究成果を統合し、加齢変化の解

析法、予防・治療法の開発に向けて標的を絞った研究を展開する。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
1. 加齢に伴う唾液分泌低下の改善方法をロート製薬と産学連携で開発を開始。 
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2. 顎運動測定器の開発研究を株式会社松風と共同で実施中。 

3. 抗ヘルペス薬（ビダラビン）が心臓型アデニル酸シクラーゼ(AC5)の選択的抑制作用を有するこ

とを明らかにした(*36) (米国、欧州、国内特許取得済)。 

4. 水と練和するだけで流動性に優れたペーストを作製できる手法は、未だ臨床応用されていない。

DNA の優れた骨形成に関しては、インプラントを用いた実験によって明らかにすることができた

(*37)。 DNA ペーストの骨形成に与える効果のみならず、操作性のさらなる改良を目指して，臨

床応用への展開を計り、特許申請を目指す。 

5. 本研究では歯の無機質量の定量測定を、化学分析と電子線を応用した分析、さらに X 線を応用

した分析を行っている。この中で X 線を用いた歯の分析の観点から歯科用コーンビーム CT を活

用した身元特定に関する基礎的研究へと発展した(*38)。 

6. ドライマウス（SS）の診断については、BDTM CBA flex system を用いることにより、唾液中の検索

したい分子をオーダーメイドで選ぶことができ、同時に測定可能である。よって、従来の侵襲を伴

う検査（涙腺・口唇腺生検や耳下腺造影検査など）に替わる新しい検査方法になることが期待さ

れる。そのためには膨大な臨床データの収集が必要であり、一部は SS の診断基準との比較で

報告している(*39)。 

7. 従来の歯科心身症に関する臨床データが非常に乏しかったので、1 つのモデルケースとして全

国の他施設でも同様の研究手法を採用したり、構築したデータベースの共同利用の可能性など

が拓けてきた。それらの活用によって未診断・未治療で放置されている患者の福音となる(*40)。 

 

＜今後の研究方針＞ 
前年度までの成果と中間評価を踏まえ、基礎研究の更なる展開と、臨床応用に向けた治療法及び予

防法の開発研究を加速する。最終年度は、前年度までの本事業の成果を総括し、具体的な歯科医療

基盤技術の開発・応用に向けた探索の継続と提言を行う。具体的には、超高齢社会における歯科医

療を目指した包括的な老化制御機構を解明することで臨床応用を目的とした研究を展開する。 

＜今後期待される研究成果＞ 
本事業の遂行により、以下の成果が期待される。 
1. 難治性の唾液分泌障害のメカニズムが解明され治療法が開発される。 

2. DNA/プロタミン複合体のペーストにより骨折の治癒促進効果も期待でき、高齢者で問題になる骨

折による寝たきりなどを防ぐことが可能になる。 

3. MITFの作動薬が筋の発育不全、筋萎縮に起因する咀嚼機能障害や歩行機能障害に対する新規

治療薬として期待される。 

4. 靱帯・腱組織から骨への付着部の分子レベルでの新たな制御メカニズムが提供される。 

5. 摂咀嚼関連器官の働きを記録解析できるシステムの開発とその臨床応用から加齢制御の要因に

ついて明らかにできる。 

6. 高齢者口腔機能低下の軽減につながる臨床技術開発が確立される。 

7. 抗真菌薬による含嗽を普及させ要介護高齢者の改善と介護者の業務の軽減が図れる。 

8. Dental Drug Delivery System (3DS)を用いて歯を残す技術、歯根膜再生を伴う補綴の技術が実用

化される。 

 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

斎藤一郎研究代表の統括のもとで研究成果報告会を毎年開催することで研究の進捗状況を常に検

討している。各研究者は年度ごとに研究の進捗と今後の計画を報告し、研究代表が全体の進捗状況

と問題点とその対応について討議し、事業計画の改善を図っている。基礎研究では、口腔領域に関

連する老化関連分子を見出しており、既に動物モデルを用いて臨床応用を目指した研究を開始した

研究もある。また、口腔の種々の組織や臓器に関する加齢制御機構の確立も進展している。臨床研

究では、本学歯学部倫理審査委員会にて倫理申請の承認を得たのち研究を開始した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
外部評価は坪田一男（慶應大学）、水島昇（東京大学）、高田隆（広島大学）の3名に委嘱し、 
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研究成果報告書における外部評価委員に評価を依頼したところ、中間評価として以下のような講評を

得ている。それらの講評を運営会議において討議し、研究者間の連携をより高め、臨床応用を視野に

入れて標的を絞った研究を展開することとした。 

慶応大学医学部眼科学の坪田一男教授からは、三段階評価（A,B,C 評価）の内、A（優れた研究成果

を上げている）評価と、「ドライマウスを中心とした老化と関連する幅広い研究で成果が上がっていると

判断します。この様なアプローチは、非常にユニークなものであり、興味深い方向性と思われます。特

に糖尿病における唾液分泌障害成立機序の検討は糖尿病患者数の増大を見越して重要なものにな

ると思われます。」という評価を頂き、東京大学大学院医学系研究科医学部分子生物学分野 水島 

昇教授からは、A（優れた研究成果を上げている）評価と、「口腔の加齢制御に関連して、多分野から

のアプローチがなされています。各研究部門からは継続的に成果がでており、それらが頻回な報告会

で共有されています。研究成果と拠点としての機能のいずれもが高く評価されます。一般的にも注目

度の高い研究テーマであるため、もし公開講演などの取り組みがあれば、最終報告に含めていただ

けるとよいと思います。」と評価された。広島大学大学院医歯薬学総合研究科創成医科学専攻先進

医療開発科学講座の高田 隆教授・副学長からは、A（優れた研究成果を上げている）評価と、「本研

究プロジェクトでは加齢に伴う口腔機能の低下を制御するための医療技術を開発することを目的に、

基礎研究と臨床研究の連携による集学的なアプローチを実施している。平成 27-29 年度の 3 年間に

わたる成果報告会の資料にあるように基礎系研究室と臨床系研究室から加齢にかかわる多くの研究

成果が報告され、研究代表者である斎藤教授のもとでよく取りまとめられている。今後、これらの成果

が新たな臨床技術の開発につながることを大いに期待したい。」との外部評価を得た。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  超高齢社会   （２）  加齢変化   （３）  口腔病変  

（４）  口腔機能   （５）  口腔老化度   （６）  老化関連遺伝子  

（７）  口腔異常感症   （８）  学際的研究  

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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111-118, 永末書店, 2015. 

濱田良樹、山田浩之 

1. 和気 裕之, 澁谷 智明, 岡本 俊宏, 築山 能大, 小見山 道, 和嶋 浩一, 濱田 良樹, 塚原 宏

泰, 島田 淳, 依田 哲也, 儀武 啓幸, 五十嵐 千浪, 玉置 勝司, 高野 直久, 佐藤 文明: 一般

歯 科 臨 床 で の 顎 関 節 脱 臼 へ の 対 処 法  古 谷 野  潔 ( 日 本 顎 関 節 学 会 ), 歯 界 展 望 , 

138-150(2017.07) 

2. 濱田良樹： 第 3 章 口腔外科疾患総論, ⑩顎関節疾患, IV 炎症, V 腫瘍および腫瘍類似疾患, VI

顎関節強直症：最新口腔外科学 第 5 版：榎本昭二, 道 健一, 天笠光雄, 小村 健 監修; 又賀 

泉, 森田章介, 杉山芳樹, 大木秀郎, 柴原孝彦, 依田哲也, 原田浩之, 原田 清 編集：医歯薬

出版株式会社, 東京, P397-403, 2017. 

3. 水城春美，山田浩之(分担執筆，共著): 高齢者に多くみられる疾患と病態 II 高齢者に多い症候.

榎本昭二，道健一，天笠光雄，小村 健監修， 最新口腔外科学第 5 版. 医歯薬出版株式会社, 

P446～447，2017． 

4. 山田浩之，濱田良樹(分担執筆，共著): 付章 III 手術各論 ６唾液腺の手術，栗田賢一，覚道健

治編集，SIMPLE TEXT 口腔外科の疾患と治療 第 4 版. 永末書店，P437～439, 2016． 

5. 山田浩之，濱田良樹．(分担執筆，共著): VIII 唾液腺疾患，栗田賢一，覚道健治編集，SIMPLE 

TEXT 口腔外科の疾患と治療 第 4 版. 永末書店，P242～260, 2016． 

http://www.achmc.pref.aichi.jp/sector/hoken/information/pdf/ronten.pdf
http://www.achmc.pref.aichi.jp/sector/hoken/information/pdf/ronten.pdf


 

法人番号 141007 

プロジェクト番号 S1511018 

 

6. 濱田良樹： 第 IV 章 4 細径硬性関節鏡を用いた病態診断と顎関節有視下洗浄療法： カラーアト

ラス顎関節外科の手術手技―パンピングから関節鏡,円板切除,全置換術まで―(村上賢一郎, 近

藤壽郎, 瀬上夏樹 監著). クインテッセンス出版株式会社, 東京, P78-83, 2016. 

7. 熊谷賢一, 濱田良樹： 3 唾液腺疾患 5 外傷, 6 異物：口腔内科学(山根源之, 草間幹夫, 久保

田英朗 編集主幹). 永末書店, 京都, P430-435, 2016. 

8. 山田浩之, 濱田良樹： VIII 唾液腺疾患：第４版 SIMPLE TEXT 口腔外科の疾患と治療(栗田賢

一, 覚道健治 編集主幹). 永末書店, 京都, P242-260, 2016. 

9. 山田浩之, 濱田良樹： 付章 III 手術各論 6.唾液腺の手術：第４版 SIMPLE TEXT 口腔外科の疾

患と治療(栗田賢一, 覚道健治 編集主幹). 永末書店, 京都, P437-439, 2016. 

10. 濱田良樹： 第 3 章 顎関節症の治療 II.顎関節症の治療法 6.外科療法: 顎関節症診療ハンドブ

ック(本田和也, 松本邦史, 小林 馨, 新井嘉則 編). メディア株式会社, 東京, P118-119, 2016. 

11. 山田浩之，濱田良樹(分担執筆、共著): 第 4 章 外科的侵襲の病態生理と患者管理,  B 患者の

評価および管理，野間弘康，瀬戸晥一監修，標準口腔外科学 第 4 版. 医学書院 P67～75, 

2015． 

12. 濱田良樹，山田浩之(分担執筆、共著): Chapter 5 難抜歯, (坂下英明編著)，抜歯テクニックコン

プリ－トガイド，クインテッセンス出版 P109～134, 2015. 

前田伸子 

1. 前田伸子(共著): 口腔カンジダ症治療指針： 第１章 口腔カンジダの基礎. 日本歯科薬物療法

学会 口腔カンジダ症薬物療法ガイドライン制定委員会編, 医歯薬出版, 2016 年 3 月. 

下田信治 

1. 磯川桂太郎，下田信治，山本 仁 編著： カラーアトラス 口腔組織発生学 第 4版. わかば出版

, 2016. 

奥村敏 

1. 奥村敏他(共著): スタディ生理学•口腔生理学.  永末書店, 2018 年 4 月出版(予定) 

2. 石川義弘, 岡村康司, 尾仲達史, 河野憲二監訳, 奥村敏他(共訳）: ガイトン生理学原著第 13 版.  

エルゼピア•ジャパン株式会社, 2018 年 3 月出版(予定) 

3. 奥村敏他(共著）: 生理学問題集(CBT 準拠) 日本生理学会 教育委員会編, 文光堂, 2015 年 12

月. 

花田信弘 

1. 花田信弘: 歯周病が寿命を縮める. 法研, 2017. 

2. (*26)花田信弘監著: 歯科発アクティブライフプロモーション 21―健康増進からフレイル予防まで.

デンタル・ダイヤモンド社, 2017. 

中村誠司 

1. 中村誠司： 口腔乾燥症（ドライマウス）について①, ②. 健康教室 798(3): 78-81, 86-89, 2017. 

2. 中村誠司： Ⅸ口腔乾燥 93 唾液. 永末書店 一般社団法人日本口腔ケア学会編： 口腔ケア

基礎知識, pp274-276, 2017. 

3. 中村誠司： Ⅱドライマウスはどのような病気か？ 鑑別すべき疾患とは？ 〜原因別に考えるド

ライマウスの診断〜 超高齢社会におけるドライマウスへの対応 いま、ドライマウスにどう取り

組むべきか〜. 株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ, pp17-28, 2017 

4. 中村誠司： 口腔乾燥. 医学書院 夏目長門,池上由美子編： 治療を支える. がん患者の口腔

ケア(第４章,４−１), pp53-61, 2017. 

5. 中村誠司： シェーグレン症候群の疑いのある患者さんには, 眼科と膠原病内科のどちらを先に

受診してもらえばよいのでしょうか？ あの特集, ココをもっと知りたい. 歯科衛生士 40(3):42, 

2016. 

6. 中村誠司： 口腔粘膜疾患, 嚢胞・腫瘍の手術（前癌病変の生検）, こんな偶発症にどう対処す

るか（ドライソケット）, こんな偶発症にどう対処するか（異物誤嚥） 医歯薬出版 角 保徳, 樋口

勝規, 梅村長生, 柴原孝彦編：臨床口腔外科学：一からわかる診断から治療 2016, 286-289, 

367-369, 377-378, 382-385. 

7. Moriyama M, Nakamura S: 「IgG4-Related Kidney Disease」Saito T, Stone JH, Nakashima H, 

Saeki T, Kawano M 編：Part Ⅰ. General Remarks Potential Pathways in the Pathogenesis of 
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IgG4-Related Disease. 43-54, Springer 社, 2016. (DOI: 10.1007/978-4-431-55687-9). 

8. 森山 雅文, 中村 誠司: 「臨床免疫・アレルギー科 第 67 巻 第 4 号」IgG4 関連疾患の病態形

成における自然免疫活性化機構. 337-342, 科学評論社, 2017. 

9. 中村誠司： シェーグレン症候群(坪田一郎, 斎藤一郎監修)： ドライシンドロームの基礎と臨床.  

メディカルビュー社, 171-180, 2016. 

10. 森山雅文, 中村誠司： Th2細胞・制御性T細胞と IgG4 関連疾患 (1), 「IgG4 関連疾患 実践的

臨床から病因へ」中村誠司, 住田孝之 編 144-149 頁, 前田書店, 2015. 

11. 中村誠司： ドライマウスはどのような病気か？鑑別すべき疾患とは？ 〜原因別に考えるドライ

マウスの診断. 日本歯科評論, 75(3):37-46, 2015. 

12. 中村誠司： 他のドライマウスとどう違う？どう気をつける？シェーグレン症候群 , 歯科衛生士 

39(3):70-80, 2015. 

13. 篠﨑昌一, 森山雅文, 林田淳之將, 田中昭彦, 前原隆, 古川祥子, 太田美穂, 今林佑美, 中村

誠司： シェーグレン症候群に対する唾液分泌促進剤の有効性と副作用の検討 〜セビメリン塩

酸塩とピロカルピン塩酸塩の比較〜. 日口外誌, 61(3):147-153, 2015. 

14. 森山雅文, 中村誠司： IgG4 関連疾患の唾液腺病変における病態生理 −免疫学的異常を中心

に−. 日サ会誌, 35:55-60, 2015. 

豊福明 

1. 豊福 明, 吉川達也： 5 分でできる明るい歯科心身医学, 永末書店, 2017． 

2. 斎藤一郎, 阪井丘芳, 豊福 明, 中川洋一, 中村誠司； 超高齢社会におけるドライマウスへの

対応, ヒョーロンパブリッシャーズ, 29−36, 2017． 

3. 豊福 明： 内科での投薬と歯科治療 ４．抗うつ薬（知りたいことがすぐわかる高齢者歯科医療

）永末書店, 174−175, 2017． 

4. 豊福 明： 精神障害とその分類（スペシャルニーズデンティストリー障害者歯科）, 医歯薬出版, 

147−155, 2017． 

5. 吉川達也, 豊福 明； 歯科（口腔）心身症（総論）, 精神疾患との鑑別（口腔内科学）, 永末書店, 

518−522, 528−535, 2016． 

6. 豊福 明： 精神神経疾患とドライシンドローム・歯科心身症（ドライシンドロームの基礎と臨床）メ

ディカルレビュー社, 181−185, 2016． 

 

＜学会発表＞ 
斎藤一郎、梁洪淵 

1. （*3）松本直行 ,中山亮子 ,斎藤一郎 . ２型糖尿病に見られる唾液分泌障害成立機序の検討 

-GlcNAc 修飾を介した腺組織傷害の関与-. 第 28 回 日本臨床口腔病理学会総会・学術大会,ウ

エスタ川越,埼玉,2017 年 8 月 24 日 

2. 金子三恵,梁 洪淵,中山亮子,玉置洋,斎藤一郎.エクオール含有大豆イソフラボンの唾液分泌に与

える効果の検討.第 17 回日本抗加齢医学会総会,東京国際フォーラム,東京,2017 年 6 月 4 日 

3. (*2)中山亮子,井上裕子,金子三恵,梁 洪淵,伊藤正,斎藤一郎. 早期閉経モデルマウスを用いた唾

液分泌障害におけるミトコンドリアの解析.第 17 回日本抗加齢医学会総会,東京国際フォーラム,

東京,2017 年 6 月 2 日 

4. 松本直行, 斎藤一郎. 変異特異的 LAMP 法による EGFR 及び KRAS 遺伝子変異の検出. 第 9 回

日本口腔検査学会総会・学術大会, 奥羽大学, 福島, 2016 年 10 月 1 日〜2 日 

5. 金子三恵,梁 洪淵,斎藤一郎.アンチエイジング外来における口腔と全身の老化度検査の解析 . 

第 9 回日本口腔検査学会・学術大会,奥羽大学,郡山, 2016 年 10 月 2 日 

6. Matsumoto N., Komiyama K., Saito I. Rapid detection of EGFR and KRAS gene mutation by 

mutation oriented LAMP method. 第 27 回 日本臨床口腔病理学会総会・学術大会, 広島大学 

広仁会館, 広島, 2016 年 8 月 12 日 

7. 中山 亮子,井上 裕子,金子 三恵,梁 洪淵,斎藤 一郎.ミトコンドリアのエストロゲンを介した唾液

分泌制御機構の検討. 第 16 回日本抗加齢医学会総会,パシフィコ横浜,神奈川, 2016 年 6 月 10
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8. 金子三恵,梁 洪淵,高橋啓,小野博之,小笠原智彦,阿部道郎,斎藤一郎. 花椒オイル含有カプセル

型食品の唾液分泌効果の検討. 第８回日本口腔検査学会総会・学術大会,神奈川歯科大学,横須

賀,2015 年 10 月 4 日 

9. 金子三恵,梁 洪淵,高橋啓,小野博之,小笠原智彦,阿部道郎,井上裕子,斎藤一郎. ドライマウス患

者に対する花椒オイル含有カプセル型食品の唾液分泌効果の検討. 第 15 回日本抗加齢医学会

総会, 福岡国際会議場, 福岡, 2015 年 5 月 31 日  

早川徹 

1. 徳江 藍，三浦博己, 早川 徹，木本克彦，大久保力廣．高強度多軸鍛造純チタンワイヤーの疲

労寿命．日本補綴歯科学会第 124 回学術大会，大宮ソニックシティ,2015 年 5 月 

2. 荒井佑輔，星憲幸，斉田牧子，石井康鉉，熊坂知就，林幸男，桒原淳之，三浦博己，大久保力

廣，早川 徹，木本克彦．MDF 純チタンの特性評価．日本補綴歯科学会第 124 回学術大会，大

宮ソニックシティ,2015 年 5 月 

3. 吉田英史，廣田正嗣，新田馨子，野本理恵，早川 徹．原子間力顕微鏡によるアパタイト薄膜の

表面形状解析．平成 27 年度鶴見大学歯学会第 81 回例会,鶴見大学記念館,2015 年 6 月 

4. 松本 博郎，英 將生，山本 雄嗣，早川 徹，桃井 保子．37℃1 週間の保管条件が試作セルフ

エッチングプライマーの接着強さに及ぼす影響．第 142 回日本歯科保存学会 2015 年度春季学

術大会，北九州・西日本総合展示場,2015 年 6 月 

5. 廣田正嗣，新保秀仁，大久保力廣，遠山岳史，早川 徹．フィブロネクチン固定化チタンインプラ

ントの骨形成能．第 24 回 硬組織再生生物学会学術大会，大阪歯科大学創立 100 周年記念館, 

2015 年 8 月 

6. (*37)櫻井敏継，早川 徹，遠山岳史，吉成正雄，大久保力廣．チタンインプラントへの DNA/プロ

タミンレイヤー固定化が骨形成促進に与える影響．第 24 回 硬組織再生生物学会学術大会，大

阪歯科大学創立 100 周年記念館,2015 年 8 月 

7. 荒井佑輔，星憲幸，早川 徹，大久保力廣，木本克彦．多軸鍛造加工純チタンのインプラント応

用のための特性評価．第 45 回日本口腔インプラント学会学術大会，岡山コンベンションセンター, 

2015 年 9 月 

8. 深代祐五，雨宮剛志，中岡一敏，早川 徹．ナノパルスレーザーにより微細加工されたチタンイン

プラント表面に対する骨形成および上皮付着．第 45 回日本口腔インプラント学会学術大会，岡

山,2015 年 9 月 

9. 坪田有史，廣田正嗣，吉田英史，新田馨子，野本理恵，土川益司，大久保力廣，早川 徹．加熱

処理の有無が支台築造用コンポジットレジンの曲げ強さに及ぼす影響．平成 27 年度秋期第 66

回日本歯科理工学会学術講演会，東京・タワーホール船堀,2015 年 10 月 

10. 赤池 駿，早川 徹，平田 敦，中村芳樹．フッ素またはケイ添加 DLC コーティングの静摩擦特

性．平成 27 年度秋期第 66 回日本歯科理工学会学術講演会，東京・タワーホール船堀, 2015 年

10 月 

11. 廣田正嗣，吉田英史，望月千尋，佐藤光史，早川 徹．分子プレカーサー法によりチタンおよびジ

ルコニア上形成させた炭酸含有アパパイト薄膜の比較．平成 27 年度秋期第 66 回日本歯科理工

学会学術講演会，東京・タワーホール船堀, 2015 年 10 月 

12. (*37)櫻井敏継，早川 徹，遠山岳史，吉成正雄，大久保力廣．DNA/プロタミンレイヤー固定化チ

タンインプラントの骨形成能．第 37 回日本バイオマテリアル学会大会，京都テルサ,2015 年 11 月 

13. (*37)櫻井敏継，早川 徹，大久保力廣．チタンインプラントへの DNA/プロタミンレイヤー固定化

による骨形成促進効果．平成 27 年度 西関東・東関東支部合同学術大会，パシフィコ横浜, 2016

年 1 月 

14. (*37) 櫻井敏継，早川 徹，大久保力廣．DNA/プロタミンレイヤー固定化チタンインプラントの骨

形成促進効果．平成 28 年度春期第 67 回日本歯科理工学会学術講演会，九大医学部百年講堂, 

2016 年 4 月，  

15. 多田佳史，早川 徹，中村芳樹．PEEK 樹脂の矯正用ワイヤーとしての試作矯正用摩擦および 3

点曲げ試験機による評価．平成 28 年度春期第 67 回日本歯科理工学会学術講演会，九大医学

部百年講堂,2016 年 4 月，  

16. (*13)吉田英史，草川 洋，早川 徹．チタンおよびジルコニアの生体適合性に関する QCM 解析．
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平成 28 年度春期第 67 回日本歯科理工学会学術講演会,九大医学部百年講堂，2016 年 4 月 

17. 鈴木 一，早川 徹．MDF チタンの骨適合性．第 31 回日本歯科産業学会学術講演会，大阪大学

中之島センター, 2016 年 6 月 

18. 荒井佑輔，星憲幸，熊坂知就，早川徹，大久保力廣，木本克彦．多軸鍛造純チタンを用いたイン

プラント材料としての生物学的評価．第 46 回日本口腔インプラント学会学術大会，名古屋国際会

議場, 2016 年 9 月 

19. Hirota M., Ohkubo C., Sato M., Toyama T., Tanaka Y., Hayakawa T. Development of thin apatite 

coated zirconia implant. International Dental Materials Congress 2016, Indonesia,2016 年 11 月 

20. (*13) Yoshida E., Hayakawa T. Monitoring of proein adsorption and apatite precipitation on 

titanium and zirconia by QCM method. International Dental Materials Congress 2016, Indonesia, 

2016 年 11 月 

21. Suzuki H., Hirota M., Ohkubo C., Hoshi N., Kimoto K., Miuar H., Hayakawa T. Cortical Bone 

Response of MDF Titanium Implant. International Dental Materials Congress 2016, Indonesia, 

2016 年 11 月 

22. Waki T., Mochizuki C., Sato M., Hayakawa T., Ohkubo C. Bone response to apatite paste derived 

from Ca-amino acid complex. International Dental Materials Congress 2016, Indonesia, 2016 年 11

月 

23. (*37) Sakurai T., Yoshinari M., Toyama T., Hayakawa T., Ohkubo C. Bone response to multilayered 

DNA/protamine coated titanium implants. International Dental Materials Congress 2016, 

Indonesia, 2016 年 11 月 

24. Abe K., Honda M., Iohara K., Tajima Y., Kamata A., Kokaji S., Yamamoto T., Hayakawa T., Aizawa M. 

Preparation of calcium hydrogen phosphate loaded with protamineand its anti-bacterial property. 

International Dental Materials Congress 2016, Indonesia, 2016 年 11 月 

25. 阿部航大，本田みちよ，庵原啓司，田島洋介，鎌田 彰，小梶 聡，山本雄嗣，早川 徹，相澤 

守．プロタミン担持リン酸水素カルシウムの調製とその抗菌性．日本バイオマテリアル学会シンポ

ジウム 2016，福岡国際会議場, 2016 年 11 月 

26. 多田佳史, 早川 徹，中村芳樹．摩擦および 3 点曲げ試験による PEEK 樹脂の矯正用ワイヤーと

しての評価．日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016，福岡国際会議場, 2016 年 11 月 

27. (*4) 脇 拓也，櫻井敏継，望月千尋，佐藤光史，早川 徹，大久保力廣．Ca-アミノ酸錯体由来ア

パタイトペーストによる骨形成．日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016，福岡国際会議場，

2016 年 11 月 

28. (*4) 八木  亮，廣田正嗣，遠山岳史，望月千尋，佐藤光史， 早川  徹，大久保力廣．

Ca-CO3-PO4 三元系錯体水溶液スプレー法により形成されたアパタイト薄膜の性質．日本バイ

オマテリアル学会シンポジウム 2016，福岡国際会議場，2016 年 11 月 

29. 新田馨子，野本理恵，坪田有史，土川益司，早川 徹．各種バルクフィルフロアブルレジンの諸物

性について．平成 29 年度春期第 69 回日本歯科理工学会学術講演会，日本歯科大学, 2017 年 4

月 

30. (*4) 八木 亮，鈴木 一，脇 拓也，廣田正嗣，早川 徹，大久保力廣．疑似体液中でのアパタイ

ト形成に関する基礎的検討．平成 29 年度春期第 69 回日本歯科理工学会学術講演会，日本歯

科大学, 2017 年 4 月 

31. (*4) 脇 拓也，櫻井敏継，望月千尋，佐藤光史，早川 徹，大久保力廣．Ca-アミノ酸錯体由来ア

パタイトペーストの骨形成に関する研究－アミノ酸配位子の影響－．平成 29 年度春期第 69 回日

本歯科理工学会学術講演会，日本歯科大学,2017 年 4 月 

32. 原井智広，廣田正嗣，早川 徹，嶋田慶太，水谷正義，厨川常元．ナノ秒パルスレーザによるジ

ルコニア製インプラントへの生体親和性付与～レーザ照射による微細凹凸の付与および熱影響

の検討～．平成 29 年度春期第 69 回日本歯科理工学会学術講演会，日本歯科大学, 2017 年 4

月 

33. 廣田正嗣，早川 徹．ジルコニア上のアパタイト薄膜形成に及ぼす分子プレカーサー法の加熱処

理条件の影響．日本補綴歯科学会第 126 回学術大会，横浜, 平成 27 年 7 月 

34. 荒井佑輔，星 憲幸，熊坂知就，早川 徹，大久保力廣，三浦博己，木本克彦．MDF 法を用いた
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新規純チタンの開発とインプラント材料としての応用．日本補綴歯科学会第 126 回学術大会，横

浜．平成 27 年 7 月 

35. (*4) 脇 拓也，廣田正嗣，早川 徹，大久保力廣．アミノ酸配位子の異なる Ca-錯体由来 HA ペー

ストの骨形成の検討．第 32 回日本歯科産業学会学術講演会，北海道自治労会館，平成 27 年 7

月 

36. Abe K., Honda M., Iohara K., Tajima Y., Kamata A., Kokaji S., Yamamoto T., Hayakawa T., Aizawa M. 

Calcium hydrogen phosphate loaded with protamine: preparation, characterization and 

anti-bacterial property. Tenth International Conference on the Science and Technology for 

Advanced Ceramics (STAC-10)，横浜, 2017 年 8 月 

37. 廣田正嗣，原井智広，石橋信治，水谷正義，早川 徹．超微細表面を有するレーザ加工ジルコニ

アインプラントの骨反応．第 26 回 硬組織再生生物学会学術大会・総会, 岡山大学歯学部，平成

27 年 8 月 

38. (*4) 八木 亮， 廣田正嗣，遠山岳史，望月千尋，佐藤光史，早川 徹，大久保力廣．Ca 錯体水

溶液スプレー法を用いたアパタイト薄膜コーティングインプラントについて．第 26 回 硬組織再生

生物学会学術大会・総会, 岡山大学歯学部，平成 27 年 8 月 

39. 廣田正嗣，水谷正義，早川 徹．ナノ秒パルスレーザ照射ジルコニアインプラントの骨適合性．平

成 29 年度秋期第 70 回日本歯科理工学会学術講演会，新潟，平成 27 年 10 月 

40. (*4)八木  亮，  廣田正嗣，  遠山岳史，望月千尋，佐藤光史，早川  徹，大久保力廣．

Ca-CO3-PO4 錯体水溶液スプレー法によるアパタイト薄膜コーティングについて．平成 29 年度

秋期第 70 回日本歯科理工学会学術講演会，新潟，平成 27 年 10 月 

41. 阿部航大，本田みちよ，庵原啓司，山本雄嗣，早川 徹，相澤 守．プロタミンを担持させた各種

リン酸カルシウムの調製とその抗菌性．平成 29 年度秋期第 70 回日本歯科理工学会学術講演

会，新潟，平成 27 年 10 月 

42. 安斉昌照，星 憲幸，熊坂知就，丸尾勝一郎，早川 徹，大久保力廣，三浦博己，木本克彦．高

強度 MDF 純チタンの切削性及び表面性状の評価．平成 29 年度秋期第 70 回日本歯科理工学会

学術講演会，新潟，平成 27 年 10 月 

43. 吉田英史，早川 徹．QCM 法を用いたチタンに対するリポタイコ酸の吸着解析．平成 29 年度秋

期第 70 回日本歯科理工学会学術講演会，新潟，平成 27 年 10 月 

44. (*13)宮本永浩，山近梨奈，櫻井敏継，庵原啓司，細矢哲康，早川 徹．立体構造の異なる DNA

コーティングチタンインプラントの骨形成．平成 29 年度秋期第 70 回日本歯科理工学会学術講演

会，新潟，平成 27 年 10 月 

45. 多田佳史, 早川 徹，中村芳樹．PEEK 樹脂製ワイヤーの特性評価．第 76 回日本矯正歯科学会

大会，札幌，平成 27 年 10 月 

46. 石毛 遥, 赤池 駿, 早川 徹, 平塚傑工, 中村芳樹．QCM 法を用いた DLC およびフッ化物添加

DLC コーティングへのタンパク質付着の評価．第 76 回日本矯正歯科学会大会，札幌，平成 27

年 10 月 

47. 鈴木銀河，星 憲幸，木本克彦，三浦博己，早川 徹，大久保力廣．フッ化物溶液中における

MDF チタンの腐食特性．第 39 回日本バイオマテリアル学会大会，東京，平成 27 年 11 月 

48. 布施 恵，福本雅彦，早川 徹．タンパク質固定化生分解性フィルムへの骨芽細胞様細胞の付着

および増殖．第 39 回日本バイオマテリアル学会大会，東京，平成 27 年 11 月 

49. 原井智広，廣田正嗣，早川 徹，嶋田慶太，水谷正義，厨川常元．ナノ秒パルスレーザによる生

体親和性付与に関する研究．第 39 回日本バイオマテリアル学会大会，東京，平成 27 年 11 月 

50. 廣田正嗣，原井智広，水谷正義，早川 徹．ナノ秒パルスレーザ照射ジルコニアインプラント –骨

適合性に関する報告- ．第 39 回日本バイオマテリアル学会大会，東京，平成 27 年 11 月 

51. (*37) 早川 徹．シンポジウム１ 口腔から始めるバイオマテリアル 歯科用インプラントの表面改

質．第 39 回日本バイオマテリアル学会大会，東京，平成 27 年 11 月 

朝田芳信、船山ひろみ 

1. 船山ひろみ，田村光平，高澤みどり，山崎嘉久，朝田芳信．乳幼児歯科健診および相談事業の

市町村における現状と課題．第75回日本公衆衛生学会総会，鹿児島，2017年10月31日-11月2

日 



 

法人番号 141007 

プロジェクト番号 S1511018 

 

2. 青山友紀, 船山ひろみ, 金丸直史,朝田芳信．軟質ハンドル技術を活用した新子供用歯ブラシに

関する研究．第75回日本公衆衛生学会総会，鹿児島，2017年10月31日-11月2日 

3. 金丸直史, 蜂須賀良祐, 小林利彰, 青山友紀, 荻原佑介, 湯沢真弓, 岡部早苗, 熊谷千明, 山

口桃枝, 船山ひろみ, 朝田芳信．曲がりやすさを特長とする新子供用歯ブラシの清掃力に関す

る研究．第55回小児歯科学会全国大会，北九州，2017年5月 

4. 船山ひろみ, 朝田芳信．Neurokinin receptorを介する気管支喘息の発生機序の解明．第55回小

児歯科学会全国大会，北九州，2017年5月 

5. （*5）成山明具美, 大貫芳樹, 奥村 敏, 朝田芳信. 咬筋における小眼球症関連転写調節因子

（MITF）の生理機能について. 第 55 回日本小児歯科学会, 西日本総合展示場新館 AIM（福岡県

北九州市）, 2017 年 5 月 25-26 日 

6. 田島 格, 伊平弥生, 成山明具美, 朝田芳信. 歯胚の消失モデルマウスを用いた基底膜分子の

機能的役割について. 第 55 回日本小児歯科学会, 西日本総合展示場新館 AIM（福岡県北九州

市）, 2017 年 5 月 25-26 日 

7. 船山ひろみ，田村光平，高澤みどり，山崎嘉久，朝田芳信．乳幼児歯科健診におけるう蝕に対

する事業評価の活用．第75回日本公衆衛生学会総会，大阪，2016年10月 

8. 大河内彩子, 田髙悦子, 船山ひろみ，朝田芳信．地域連携へ向けた小児歯科外来従事者の「気

になる子ども」スクリーニング視点の解明．第75回日本公衆衛生学会総会，大阪，2016年10月. 

9. （*5）Nariyama M., Ohnuki Y., Umeki D., Ito A., Kawamura N., Yagisawa Y., Okumura S., and Asada 

Y. Role of Microphthamia-Associated Transcription Factor in Masseter Muscle Hypertrophy 

Induced by β2-adrenoceptor Stimulation. 第 58 回歯科基礎医学会学術大会,札幌コンベンション

センター（北海道札幌市）, 2016 年 8 月 24-26 日 

10. 大河内彩子, 田髙悦子, 船山ひろみ．気になる子どもに対する小児歯科外来従事者の対応にみ

る支援技術．第63回 日本小児保健協会学術集会, さいたま市，2016年6月 

11. 長岡 悠(鶴見大学 小児歯), 船山 ひろみ, 唐木 隆史, 古屋 吉勝, 中村 由美子, 朝田 芳信.

小児歯科臨床での被虐待児早期発見のための取り組み．第10回PDAA（アジア小児歯科学会）・

第54回全国大会，東京，2016年5月 

12. Shakya S., Funayama H., Mizoguchi Y., Kaneko N., Suzuki S., Mishima A, Moriyasu K., Asada Y. An 

approach to classify mesiodens in children using cone beam computed tomography．第10回

PDAA（アジア小児歯科学会）・第54回全国大会，東京，2016年5月 

13. （*5）Nariyama M., Ohnuki Y., Umeki D., Ito A., Kawamura N., Okumura S., and Asada Y. Role of 

Microphthamia-Associated Transcription Factor in Masseter Muscle Hypertrophy Induced by β

2-adrenoceptor Stimulation, ＰＤＡＡ（第 10 回アジア小児歯科学会）, 東京ドームホテル（東京都

文京区）, 2016 年 5 月 26-28 日 

14. Shakya S, Funayama H, Mizoguchi Y, Asada Y. Comparative analysis of dentistry in Nepal and 

Japan. 鶴見大学歯学会第82回例会, 横浜，2015年12月 

15. 大河内彩子，田髙悦子，船山ひろみ，朝田芳信．多職種協働に向けた「気になる子ども」評価尺

度の開発：小児歯科研究プロトコル．第74回日本公衆衛生学会総会，長崎，2015年11月 

16. （*5）成山明具美, 島崎絵美, 安藤 準, 大貫芳樹, 奥村 敏, 朝田芳信. 咬筋と腓腹筋の生後

発達過程における miR-1, miR-133a の機能. 第 57 回歯科基礎医学会学術大会,朱鷺メッセ 新

潟コンベンションセンター（新潟県新潟市）, 2015 年 9 月 11-13 日 

17. 古屋 吉勝, 船山 ひろみ, 加藤 靖隆, 長岡 悠, 平山 展大, 朝田 芳信．歯髄細胞のバンキン

グに対する意識調査(第二報) 2010年と2014年の比較．第53回日本小児歯科学会大会，広島，

2015年5月 

18. 太田 増美, 船山 ひろみ, 田島 格, 高橋 沙織, 平山 展大, 朝田 芳信．KLK4 遺伝子多型と齲

蝕発症の関連性について．第 53 回日本小児歯科学会大会，広島，2015 年 5 月 

二藤彰 

1. (*16) 島田明美, 新井嘉則, 小松浩一郎, 和田悟史, 出野尚, 中島和久, 山下照仁, 江面陽一, 

網塚憲生, 中村芳樹, 二藤彰. 腱・靭帯付着部（enthesis）において Annexin a5 は線維軟骨の分

化を負に制御する.第 35 回日本骨代謝学会学術集会, 福岡, 2017 年 7 月 

2. (*16) Shimada A., Arai Y., Komatsu K., Wada S., Ideno H., Nakashima K., Yamashita T., Ezura Y., 
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Amizuka N., Poumlschl E., Brachvogel B., Nakamura Y., Nifuji A. Annexin A5 prevents 

force-mediated bone ridge overgrowth at the enthesis. Spring Harbor Lab meeting, Annexins: 9th 

International Conference on the Annexins, コールドスプリングハーバー（米国）, 2017 年 9 月 

3. (*16) 島田明美, 新井嘉則, 和田悟史, 出野尚, 中島和久, 小松浩一郎, 山下照仁, 江面陽一, 

網塚憲生, 中村芳樹, 二藤彰. Annexin a5 による腱・靭帯付着部（enthesis）における線維軟骨層

の石灰化の制御. 第 34 回日本骨代謝学会学術集会, 大阪, 2016 年 7 月 

4. (*15) 和田悟史, 出野尚, 島田明美, 上運天太一, 中村芳樹, 中島和久 ,木村宏, 眞貝洋一, 

立花誠, 二藤彰. ヒストンメチル化酵素 G9a は腱組織の正常な発生に必要である. 第 58 回歯科

基礎医学会学術大会、札幌、2016 年 8 月 

5. (*16) 島田明美, 新井嘉則, 和田悟史, 出野尚, 中島和久, 小松浩一郎, 山下照仁, 江面陽一, 

中村芳樹, 二藤彰. Annexin a5 による腱・靭帯付着部（enthesis）における骨の増大. 第 2 回アネ

キシン研究会, 札幌, 2016 年 11 月 

6. (*15) 和田悟史, 出野尚, 島田明美, 上運天 太一, 中村芳樹, 中島和久, 木村宏, 眞貝洋一, 

立花誠, 二藤彰. 腱組織形成におけるヒストンメチル化酵素 G9a の機能. 第 39 回日本分子生物

学会年会, 横浜, 2016 年 11 月 

7. (*15) 和田悟史, 出野 尚, 島田明美, 上運天太一, 中村芳樹, 中島和久, 木村宏, 立花誠, 二
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30. 中岡 雅典, 君塚 幸子, 堀内 俊克, 熊谷 賢一, 山田 浩之, 濱田 良樹. 上顎正中埋伏過剰歯

の抜去において梨状口縁の骨切りを併用した 3 例. 第 81 回鶴見大学歯学会例会, 横浜, 2015 年

6 月 

31. 濱田 良樹. 下顎頭吸収による 2 次性開咬(骨格性 II 級)症例に対する外科的アプローチ. 第 25

回日本顎変形症学会総会・学術大会, 東京, 2015 年 6 月 

32. 松林 幸枝, 須佐美 隆史, 大久保 和美, 井口 隆人, 岡安 麻里, 内野 夏子, 高橋 直子, 上

床 喜和子, 安部 貴大, 阿部 雅修, 濱田 良樹, 中岡 一敏, 森 良之, 高戸 毅. 顎関節強直

症による小下顎症の 1 例. 第 25 回日本顎変形症学会総会・学術大会, 東京, 2015 年 6 月 

33. 青山 依儒, 及川 崇, 藤澤 靖子, 馬杉 亮彦, 園山 智生, 中岡 一敏, 関谷 利子, 濱田 良樹, 

中村 芳樹. 上下顎同時移動術を行った顔面非対称を伴う顎変形症患者における上下口唇の対

称性の評価. 第 25 回 日本顎変形症学会総会・学術大会, 東京,2015 年 6 月 

34. 熊谷 賢一, 重松 宏昭, 松原 陵太, 江口 貴紀, 小林 浩, 鈴木 隆二, 濱田 良樹. 金属アレル

ギー生体反応における NKT 細胞の関与について. 第 69 回日本口腔科学会学術集会, 大阪, 

2015 年 5 月 

35. 福岡 愛理, 中岡 一敏, 山田 浩之, 川口 浩司, 濱田 良樹. 口腔領域血管腫に対する Nd:YAG

レーザーによる組織内照射の有用性. 第 69 回日本口腔科学会学術集会, 大阪, 2015 年 5 月 

36. 福岡 愛理, 中岡 一敏, 山田 浩之, 川口 浩司, 濱田 良樹. Nd：YAG レーザーによる組織内照

射を行った口腔領域血管腫 5 例の臨床的検討. 第 69 回日本口腔科学会学術集会, 大阪, 2015

年 5 月 

37. 深代祐五, 中岡一敏, 石井宏昭, 笠原英生, 濱田良樹. 外傷性顎関節強直症に顎関節開放授

動術を適用した女児の１例. 第 199 回日本口腔外科学会関東・甲信越支部学術集会 , 横浜, 

2015 年 5 月 

38. 宮嶋 千秋, 馬杉 亮彦, 堀内 俊克, 中岡 一敏, 川口 浩司, 濱田 良樹. 下顎枝矢状分割術を

施行した血小板放出機構異常症の 1 例. 第 24 回有病者歯科医療学会総会・学術集会, 旭川, 

2015 年 3 月 

前田伸子 

1. (*8) 前田伸子，山本共夫，木村陽介. 抗真菌薬添加含嗽薬による口腔ケアの有用性の確認. 日

本口腔ケア学会, 千葉, 2016 年 4 月 

2. (*8) 小関翔子，横田綾子，前田伸子，山本共夫，木村陽介，原田雷太郎. 経管栄養を受けてい

る入所者の口腔ケアについて. 日本口腔ケア学会, 千葉,2016 年 4 月 

3. (*21)小島由佳子，大島朋子，河井智美，前田伸子. Analysis of effective component produced by 

oral probiotic candidates against Candida albicans. 第 58 回歯科基礎医学会学術会, 札幌,2016

年 8 月 

下田信治 

1. Ito H., Igarashi C., Wakae-Morita S., Ichiko T., Shimoda S., Kobayashi K. Initial study of personal 



 

法人番号 141007 

プロジェクト番号 S1511018 

 

identification on large scale disaster by practical using CBCT. The 21th International Congress of 

Dento Maxillo-Facial Radiology (21th ICDMFR), Kaohsiung (Chinese Taipei), 2017,4,28. 

2. 浅田由佳，千葉敏江，下田信治，桃井保子. エナメル質最外層の結晶の構造について. 第 144

回日本歯科保存学会学術大会, 2016 

3. 伊東宏和，五十嵐千浪，若江五月，大蔵真太郎，市古敬史，杉崎正志，下田信治，小林 馨. 歯

科用コーンビーム CT(歯科用 CBCT)を用いた身元特定法についての検討. NPO 法人日本歯科放

射線学会第 57 回学術大会, 大阪, 2016 

4. Ito H., Igarashi C., Wakae-Morita S., Osano T., Okura S., Ichiko T., Sugisaki M., Shimoda S., 

Kobayashi K. Validation for x-ray incident direction to the condyle in panoramic radiography 

-Using reconstructed CT image-. 4th Asian Academic Congress for Temporomandibular Joint, 

Manila (Philippine),2015,11,16. 

5. Ito H., Kobayashi K., Igarashi C., Wakae-Morita S., Shimoda S. Consideration of personal 

identification method on large scale earthquake disaster. The 20th International Congress of 

Dento Maxillo-Facial Radiology (20th ICDMFR), Santiago (Chile), 2015, 08, 26. 

6. 千葉敏江，林 応璣，下田信治，桃井保子. リン酸カルシウム系ペーストの歯質ケア剤としての有

用性 －第２報：薬剤ミネラルの Hap への転化と歯質象牙質との同化―. 第 142 回日本歯科保存

学会学術大会, 2015 

7. 伊藤剛正, 植松裕美, 千葉敏江, 野本理恵, 加藤光淑, 下田信治, 桃井保子. ２ in 1 石こうパッ

クの開発. 第 25 回日本医用歯科機器学術大会,横浜，2015 

8. 下田信治.—テーマセッション—「リン酸カルシウム製材による歯質の再石灰化―その機序と臨床

応用―」.鶴見歯学会，2015 

奥村敏 

1. 伊藤愛子,大貫芳樹,梅木大輔,石川美佐緒,八木澤由佳,奥村敏,中村芳樹.βアドレナリン受容体シ

グナルの咬筋での役割.第 76 回日本矯正歯科学会学術大会,札幌,2017 年 10 月 

2. 管崎弘幸,熊澤正雄,山田祐子,須藤智省,赤池駿,和田悟史,及川崇,奥村敏,中村芳樹. 顎変形症

は認知症の誘発因子となりえるか？─顎変形症は咀嚼刺激による脳血流上昇を妨げる─.第 76

回日本矯正歯科学会学術大会,札幌,2017 年 10 月 

3. 梅木大輔,大貫芳樹,伊藤愛子,八木澤由佳,成山明具美,川村直矢,吹田憲治,中村芳樹,奥村敏.マ

ウス咀嚼筋適応機構の解明 (アップデートシンポジウム 若手の口腔生理学研究最前線). 第 59

回歯科基礎医学会学術大会総会, 塩尻, 2017 年 9 月 

4. 塩澤光一,奥村敏.一口量に関わる要因について .第 59 回歯科基礎医学会学術大会総会 ,塩

尻,2017 年 9 月 

5. 八木澤由佳,大貫芳樹,梅木大輔,石川美佐緒,川村直矢,伊藤愛子,吹田憲治,中村芳樹,奥村敏.強

制的開口モデルによる心臓リモデリングとベータ遮断薬による抑制効果.第 59 回歯科基礎医学

会学術大会総会,塩尻,2017 年 9 月 

6. 吹田憲治,八木澤由佳,大貫芳樹,梅木大輔,石川美佐緒,伊藤愛子,川村直矢,中村芳樹,奥村敏.咬

合拳上負荷がマウスの心房に与える影響.第 59 回歯科基礎医学会学術大会総会,塩尻,2017 年 9

月 

7. 伊藤愛子,大貫芳樹,梅木大輔,石川美佐緒,川村直矢,八木澤由佳,中村芳樹,奥村敏.咬筋におけ

るβアドレナリン受容体シグナルのサブタイプ特異的な役割.第 59 回歯科基礎医学会学術大会総

会,塩尻,2017 年 9 月 

8. 川村直矢,大貫芳樹,氏家優子,梅木大輔,伊藤愛子,五味一博,奥村敏. Polphyromonas gingivalis 由

来 LPS が心筋,骨格筋に及ぼす影響,第 59 回歯科基礎医学会学術大会総会,塩尻,2017 年 9 月 

9. 成山明具美,大貫芳樹,奥村敏,朝田芳信.咬筋における小眼球症関連転写因子（MITF）の生理機

能について,第 55 回日本小児歯科学会大会,北九州市,2017 年 5 月 

10. 大貫芳樹,三枝木泰丈,奥村敏.β2 アゴニスト依存性の骨格筋肥大に対する Epac の役割,第 94 回

日本生理学会大会,浜松,2017 年 3 月 

11. 奥村敏,藤田孝之.(オルガナイザー).心臓の恒常性を制御するメカニズムとその波綻による病気の

発症.（日本循環制御医学会連携シンポジウム）,第 94 回日本生理学会大会,浜松,2017 年 3 月 

12. 奥村敏.心疾患発症過程における Epac の役割（招待講演）,第 94 回日本生理学会大会,浜松,2016

http://www.kokuhoken.jp/jaob58/
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年 3 月 

13. 吹田憲治,藤田孝之,奥村敏,石川義弘.心臓型アデニル酸シクラーゼの阻害は心機能を低下させ

ることなくカテコラミン誘発性不整脈を抑制する(招待講演),第 94 回日本生理学会大会,浜松,2016

年 3 月 

14. Nariyama M., Ohnuki Y., Umeki D., Ito A., Kawamura N., Okumura S., Asada Y. Role of 

micro-associated transcription factor in masseter muscle hypertrophy induced byβ2-adrenergic 

stimulation. 10th Biennial Conference of the Pediatric Dentistry Association of Asia,Tokyo,May 

2016 

15. 大貫芳樹,三枝木泰丈,奥村敏.β2 アドレナリン受容体刺激による Epac 依存性の筋肥大効果.第 93

回日本生理学会大会,札幌,2016 年 3 月 

16. 奥村敏,藤田孝之.(オルガナイザー).臓器リモデリングを制御する新しい調節因子とその病態生理

学的役割(日本病態生理学会連携シンポジウム）,第 93 回日本生理学会大会,札幌,2016 年 3 月  

17. 奥村敏. 新規サイクリック AMP 活性化因子 Epac のサブタイプ特異的な心不全ならびに病態生理

学的役割 (招待講演). 第 93 回日本生理学会大会,札幌,2016 年 3 月 

18. 大貫芳樹,梅木大輔,伊藤愛子,奥村敏.β2 アドレナリン受容体刺激による骨格筋肥大に対する

cAMP 活性化因子 Epac の役割.第 57 回歯科基礎医学会学術大会総会,新潟,2015 年 9 月 

19. 島田明美,小松浩一郎,荒井嘉則,大貫芳樹,中島和久,山下照仁,奥村敏,二藤彰.アネキシン A5 欠

損マウスは歯の咬耗と腱付着部における顎骨の肥大を呈する.第 57 回歯科基礎医学会学術大

会総会,新潟,2015 年 9 月 

20. 梅木大輔,大貫芳樹,伊藤愛子,中村芳樹,奥村敏.デキサメタゾン投与による咬筋の萎縮と遅筋化

に対するクレンブテロールの拮抗作用.第 57 回歯科基礎医学会学術大会総会,新潟,2015 年 9 月 

21. 成山明具美,島崎絵美,安藤準,大貫芳樹,奥村敏,朝田芳信.咬筋と腓腹筋の生後発達過程におけ

る miR-1, miR-133a の機能.第 57 回歯科基礎医学会学術大会総会,新潟,2015 年 9 月 

22. 塩澤光一,奥村敏.傾斜計を用いた食塊物性測定 .第 57 回歯科基礎医学会学術大会総会 ,新

潟,2015 年 9 月 

23. 奥村敏.Epac1 遺伝子欠損マウスはホスホランバンのリン酸化の抑制を伴い慢性カテコラミン刺激

に対して抵抗性を示す(招待講演).第 92 回日本生理学会大会,第 120 回日本解剖学会総会 合同

大会,神戸,2015 年 3 月 

24. 塩澤光一,奥村敏.ヒトにおける咀嚼行動と肥満との関係.第 92 回日本生理学会大会,第 120 回日

本解剖総会 合同大会,神戸,2015 年 3 月  

25. 大貫芳樹,三枝木泰丈,奥村敏.β2アドレナリン受容体刺激による咬筋肥大に対するEpac依存性シ

グナル伝達経路の役割,第 92 回日本生理学会大会,第 120 回日本解剖学会総会 合同大会,神

戸,2015 年 3 月  

26. 奥村敏,大貫芳樹.Roles of Epac in masseter muscle hypertrophy induced by chronic stimulation 

ofβ2-adrenoceptor,新学術領域研究「多階層生体機能学」最終成果報告会,大阪,2015 年 3 月 

花田信弘 

1. (*27) Ida A.(Tsurumi University, School of Dental Medicine, Yokohama, Japan), Nomura H., Okada 

A., Murata T., Yamada H., Nomura Y., Hanada N. Clinical effect of the Dental Drug Delivery System 

(3DS). FDI World Dental Congress, Madrid, Spain, 2017,9. 

2. (*27) 岡田彩子(鶴見大学 歯学部探索歯学講座), 有吉芽生, 曽我部薫, 大塚良子, 宮之原真

由, 村田 貴俊, マティン・カイルール, 花田 信弘. Liquid Carrier Type 3DS トレーを用いた殺菌洗

口液の細菌学的・臨床的効果. 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 2017 年 5 月 

3. 曽我部 薫(鶴見大学 歯学部探索歯学講座), 野村義明, 村田貴俊, 花田信弘. 現在歯数に着

目した高齢者施設での食と栄養指導システムの構築, 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 

2017 年 5 月 

4. 角田衣理加(鶴見大学 歯学部口腔微生物学講座), 大島朋子, 野村義明, 花田信弘, 前田伸子. 

高齢者の認知機能と口腔微生物の相関. 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 2017 年 5 月 

5. 古藤真実(東京都港区歯科医師会), 上谷公之, 吉野浩和, 久保宏史, 矢吹義秀, 福澤洋一, 西

辻直之, 長井博昭, 矢島正隆, 有吉芽生, 曽我部薫, 岡田彩子, 野村義明, 花田信弘. 唾液を

用いた歯周病のスクリーニング検査による地域健康診断システム構築 平成 28 年度実施結果報
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告. 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 2017 年 5 月 

6. 野邑浩美(井田歯科東診療所), 井田亮, 岡田彩子, 山田秀則, 村田貴俊, 野村義明, 花田信弘. 

フッ化物歯面塗布の臨床効果に関する研究. 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 2017 年 5

月 

7. 泉福英信(国立感染症研究所 細菌第一部), 平野浩彦, 枝広あや子, 白部麻樹, 角田衣理加, 

花田信弘, 富永燦, 武内博朗, 西山佳秀. 高齢者の口腔常在菌に対するヨーグルト摂取習慣の

効果. 第 66 回日本口腔衛生学会・総会, 山形, 2017 年 5 月 

8. 村川拓士, 石川正夫, 中杉徹, 村田貴俊, 花田信弘, 渋谷耕司. ブラッククミン精油の口腔細菌

に対する抗菌活性と口臭抑制効果. 第 65 回日本口腔衛生学会・総会, 東京, 2016 年 5 月 

9. 金子昇(新潟大学 大学院医歯学総合研究科口腔健康科学講座予防歯科学分野), 濃野要, 山

賀孝之, 葭原明弘, 花田信弘, 宮崎秀夫. Streptococcus sobrinus 臨床分離株の gtfI 遺伝子にお

ける多様性の検討. 第 65 回日本口腔衛生学会・総会, 東京, 2016 年 5 月 

10. 岡本公彰(鶴見大学 歯学部探索歯学講座), 宮之原真由, 今井奨, 野村義明, 齋藤渉, 桃井保

子, 花田信弘. チンパンジー口腔微生物叢の解析. 第 65 回日本口腔衛生学会・総会, 東京, 

2016 年 5 月 

11. 吉野浩和(港区芝歯科医師会), 上谷公之, 矢吹義秀, 福澤洋一, 古藤真実, 久保宏史, 西辻直

之, 長井博昭, 矢島正隆, 岡田彩子, 野村義明, 花田信弘. 唾液を用いた歯周病のスクリーニン

グ検査による地域健康診断システム構築 平成 27 年度実施結果報告. 第 65 回日本口腔衛生学

会・総会, 東京, 2016 年 5 月 

12. 井田亮(鶴見大学 歯学部探索歯学講座), 野邑浩美, 山田秀則, 村田貴俊, 野村義明, 花田信

弘. Dental Drug Delivery System と 0.4%フッ化第一錫による歯の健康の長期管理. 第 65 回日本

口腔衛生学会・総会, 東京, 2016 年 5 月 

山越康雄 

1. 山越康雄. 形成過程のエナメル質中に見出されるケラチン 75 について. 第 59 回歯科基礎医学

会学術大会, 松本歯科大学（長野県塩尻市）, 2017 年 9 月 16 日～2017 年 9 月 18 日 

2. 斉藤まり，唐木田丈夫，山本竜司，大井田新一郎，山越康雄. 歯髄細胞のスフェロイド形成に及
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中にレビー小体型認知症が顕在化した 2 例. 第 32 回日本歯科心身医学会総会・学術大会, 日



 

法人番号 141007 

プロジェクト番号 S1511018 

 

本歯科大学 千代田区 東京, 20170708 

19. 川崎カオル, 豊福明．唾液減少は舌痛症の薬物反応性と関連するか？ 第 27 回日本口腔内科

学会・第 30 回日本口腔診断学会合同学術大会, 北海道大学学術交流会館, 札幌市, 北海道, 

20170909 

20. 松岡紘史, 宇都宮雅史, 吉田光希, 竹之下美穂, 豊福 明, 千葉逸朗, 安彦善裕．舌痛症患者

の症状改善の評価に不確実さ不耐性が及ぼす影響：自己評価と他者評価による比較. 第 27 回

日本口腔内科学会・第30回日本口腔診断学会合同学術大会, 北海道大学学術交流会館, 札幌

市, 北海道, 20170909 

21. （*10） Miura A., Shinohara Y., Mikuzuki L., Kawasaki K., Sugawara S., Trang T.H. TU, Suga T., 

Watanabe T., Takenoshita M., Toyofuku A. Psychiatric Comorbidities in Atypical Odontalgia. 24th 

Wolrd congress on psychosomatic medicine, China National Convention Center, Beijing, China , 

20170915 

22. （*10）Trang T.H. TU, Kawasaki K., Sugawara S., Watanabe T., Suga T., Mikuzuki L., Shinohara Y., 

Miura A., Takenoshita M., Toyofuku A．  Atypical odontalgia with comorbid burning mouth 

syndrome: a 4-year retrospective study．24th Wolrd congress on psychosomatic medicine, China 

National Convention Center, Beijing, China, 20170915 

23. Kawasaki K., Trang T.H. TU, Sugawara S., Toyofuku A．Is salivary volume reduction related to drug 

reactivity of burning mouth syndrome? 24th Wolrd congress on psychosomatic medicine, China 

National Convention Center, Beijing, China, 20170915 

24. (*11) Watanabe T., Suga T., Trang T.H. TU, Kawasaki K., Sugawara S., Mikuzuki L., Shinohara Y., 

Miura A., Takenoshita M., Toyofuku A．Amitriptyline doesn’t induce QTc prolongation in the 

treatment of oral chronic pain．24th Wolrd congress on psychosomatic medicine, 20170915,  

China National Convention Center, Beijing, China 

25. (*11) Suga T., Watanabe T., Trang T.H. TU, Kawasaki K., Sugawara S., Mikuzuki L., Shinohara Y., 

Miura A., Takenoshita M., Toyofuku A． A high discrepancy of neurovascular compression on 

symptomatic and asymptomatic side in atypical odontalgia patients． 24th Wolrd congress on 

psychosomatic medicine, China National Convention Center, Beijing, China, 20170915 

26. Takenoshita M., Miura A., Shinohara Y., Mikuzuki R., Kawasaki K., Sugawara S., Trang T.H. TU, 

Suga T., Watanabe T., Matsuoka H., Abiko Y., Toyofuku A. Clinical study on pain catastrophizing of 

patients with burning mouth syndrome and atypical odontalgia ． 24th Wolrd congress on 

psychosomatic medicine, China National Convention Center, Beijing, China, 20170915 

27. (*11)川崎カオル, 美久月瑠宇, 篠原優貴子, 吉川達也, 豊福明．唾液減少は舌痛症の薬物反

応性と関連するか？ 第 62 回日本口腔外科学会総会・学術大会, 京都国際会議場, 京都府, 

2017.10.21 

28. 須賀隆行, 菅原詩織, 三浦杏奈, 竹之下美穂, 豊福明．低用量 amytriptyline が高齢女性の舌痛
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  分担研究者 14 名による平成 28 年度成果報告 

  特別講演：「長生きを享受するための口腔の重要性」   

         国立研究開発法人国立長寿医療研究センター口腔疾患研究部 部長 松下 健二 

3. 平成 29 年 10 月 7 日（土） （於：鶴見大学 2 号館 3 階 第 10 講堂） 

  分担研究者 14 名による平成 29 年度成果報告 

  特別講演：「ドラッグリポジショニング応用した臓器再生医療へのアプローチ  

             An Approach to Organ Regeneration using Drug-repurposing」 

            大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能治療学教室 教授 阪井 丘芳 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
平成 30 年度研究成果報告会（平成 30 年度内 開催予定） 

平成 31 年度研究成果報告会（平成 31 年度内 開催予定） 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

小川匠 

1. 小川匠、木原琢也：次世代 CAD/CAM システムの構築に向けて －咬合の可視化から咬合設計

- 第 3 回 CAD/CAM 技術による補綴装置の製作．デンタルエコー Vol190 46-59. 2017 

2. (*17)小川匠、重本修伺：次世代 CAD/CAM システムの構築に向けて －咬合の可視化から咬合

設計- 第 2 回デジタル技術を用いた咬合治療．デンタルエコー Vol189 12-27. 2017 

3. 小川匠、井川知子：次世代 CAD/CAM システムの構築に向けて －咬合の可視化から咬合設計

- 第１回診査・診断、咬合治療から補綴治療へ．デンタルエコー Vol188 2-11. 2017 

4. 小川 匠：デジタルデンティストリーの潮流と展望. 補綴臨床  49 巻 1 号：8-19.2016 

5. 小川 匠, 井川 知子：3D プリンターによる歯科産業革命.8020: はち・まる・にい・まる 14 号 ：

64-67. 2015.1 

下田信治 

1. 下田信治・千葉敏江：知覚過敏抑制材料 「ティースメイト® AP ペースト」「ティースメイト® ディセ

ンシタイザー」は，なぜ効くのか，日本歯科評論，No.855 Vol.76(7)107-112，2016 

奥村敏 

[特許] 

1. アデニル酸シクラーゼの活性調節剤. 発明者（横浜市立大学：石川義弘、奥村 敏；横浜国立大

学：星野雄二郎、井上誠一）2015 年 8 月 4 日 米国特許登録: 9,096,632 

2. アデニル酸シクラーゼの活性調節剤. 発明者（横浜市立大学：石川義弘、奥村 敏；横浜国立大

学：星野雄二郎、井上誠一）2015 年 12 月 11 日 国内特許登録: 9,096,632 

3. アデニル酸シクラーゼの活性調節剤. 発明者（横浜市立大学：石川義弘、奥村 敏；横浜国立大
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学：星野雄二郎、井上誠一）2015 年 12 月 8 日 欧州特許登録: 11836112.0 

花田信弘 

1. 若井 建志, 内藤 真理子, 川村 孝, 内藤 徹, 小島 正彰, 梅村 長生, 横田 誠, 花田信弘、歯

科医師を対象とした歯と全身の健康、栄養との関連に関する研究 歯磨き回数、喪失歯数と口

腔・咽頭・食道がんリスクとの関連、8020: はち・まる・にい・まる(2188-9082)16 号,118-119、８０２

０推進財団、2017 年 1 月。 

2. 深井穫博、宮﨑秀夫、大渡凡人、喜久田利弘、佐藤博信、弘地尚子、西原達次、吉野賢一、品川

隆、花田信弘、保健・医療・介護・福祉をつなぐための歯科からの提言～2025 年問題に対する歯

科界の挑戦～、ザ・クインテッセンス 35:84-94, 2016. 

3. 萩原芳幸・武内博朗・花田信弘, インプラント治療で生活習慣病を予防する～咀嚼機能回復後の

食習慣改善と栄養指導が導く健康寿命の延伸～インプラント YEARBOOK 2016、クインテッセン

ス出版、東京、2016 年 4 月。 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

全学的な取組であることから、各テーマ間の協働性に留意しつつ、研究の方向性を定めてほ

しい。 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

本研究プロジェクトには歯科医学に従事する研究室からの総勢 28 人を超えるメンバーにより

構成される研究組織であることから、各テーマ間の協動性を強化するするために分担者同士

の研究成果報告会を頻回開催し情報交換や試料ならびに技術の提供等の連携を密に行っ

ている。それぞれの研究テーマの専門領域は異なるものの口腔領域の機能や病態という統

一したテーマで研究を推進していることから研究の方向性を定めるための対応は欠かさず行

っており、総花的な研究にならないような実践を心掛けている。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

2号館

動物舎（2号館）
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-

-

-

0

0

02

16

4

8

法人番号 141007

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号
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受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
二
八
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
二
七
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

　

総 計

0

研究室等数 使用者数

平
成
二
九
年
度

研究施設面積

17,177

0

0

0

9,007

14,501

0

0

10,072

7,626 6,875

3,007 6,000

7,105

0

8,777 6,370

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 00 0

0 0

0

0

15,147

0

0

0

26,475 20,350

3,007 6,000

補助金額整備年度

0

9,007

46,825

55,832

0 0 0 0

0

318m2

36m2

304m2

29,482 26,350

8

2

私学助成は経常費補助金
特別補助を指す

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

私学助成は経常費補助金
特別補助を指す

S1511018

私学助成は経常費補助金
特別補助を指す（見込額）

補助主体

0
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ｈ
ｈ
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ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

報酬・委託料 1,671 専門的知識の供与、分析外注 1,671

印刷製本費 58 研究成果報告会抄録印刷 58

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,745 本研究に必要となる試薬、物品費 9,745

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27

（研究設備）

整備年度

27年度

研究支援推進経費

9,746

光　熱　水　費

58

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
514

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

9,746

通信運搬費

教育研究経費支出

印刷製本費

タンパク質画像解析システム

（情報処理関係設備）

（支払修繕費）
報酬・委託料

事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

108

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

6,0009,007Amersham Imager GEヘルスケア600RGBシステム 1 241.16
ImageQuant TL PCセット LapTop

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

本研究に必要となる試薬、物品費

1,940

514

58研究成果報告会抄録印刷

報告会開催のためのプログラム、分析外注

ラボ用オートクレーブ

臨時職員

計

81

2,021

2,054

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

486

私学助成

積　　算　　内　　訳

2,054

補助主体

実人数　1人

10,426

ピペットマン修理 108

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

月額、1日8時間×週4日2,054

マイクロ冷却遠心機 588

27インチMac Retina 6Kディスプレイモデル 253

Z440　パソコンEIZO 24.1TFTモニター 613
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  平成 年度

計 3,518

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

リサーチ・アシスタント

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,934 リトラトーム一式 1,934

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,555 本研究に必要となる試薬、物品費 8,555

年　　　度 29

小  科  目
積　　算　　内　　訳

DP71操作用PC 437

研究支援推進経費

計 0

ポスト・ドクター

CO2インキュベーター 462

計 1,934
図　　　　書

実人数　２人（１０月より１人）

（兼務職員） 月額、1日8時間×週3日（4月～9月）
教育研究経費支出 月額、1日8時間×週4日（10月～3月）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,518 臨時職員 3,518 月額、1日8時間×週4日（4月～9月）

（　　　　　　　）
計 9,695

旅費交通費
報酬・委託料 1,081 専門的知識の供与、分析外注 1,081

通信運搬費 1 報告会等印刷物発送 1

印刷製本費 58 研究成果報告会抄録印刷 58

光　熱　水　費

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 1,382

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,382 GPSタイムコードジェネレータ 483

教育研究経費支出
計 4,321

人件費支出 4,321 臨時職員 4,321 月額、1日8時間×週4日／月額、1日8時間×週3日

（兼務職員） 実人数　２人

計 11,474

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　　　　　　　）


